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亀有出張所における行政相談データベースの「見える化」の検討 

 

    現 道路部 道路工事課  元 東京国道事務所 亀有出張所 加藤 茜   

 

１ 背景・目的 

 亀有出張所では月に約 80 件の行政相談があり、「相談対応受付アプリ」を用いて管理し

ている。行政相談の対応にあたっては過去の対応との整合を図る必要がある。また、過去

の行政相談から維持計画を検討することが重要であり、過去のデータの確認が必須である。 

「相談対応受付アプリ」では、受付日や路線等から過去のデータを検索できるが、入力

方法が統一されていないため、期待する検索結果が得られないことがある。また、アプリ

の利用に習熟している職員が限られており、全員が有効利用できていないのが実態である。 

そこで本研究では、過去の行政相談箇所を地図上にプロットすることで、行政相談デー

タを視覚化し、迅速な対応や合理的な維持計画につなげることを目的とする。 

 

２．１ 行政相談プロット地図の作成      表１ 分類項目 

 令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 15 日までの

行政相談(n = 965)を、表１の 20 項目に分類し、国

土地理院が公表している Excel ファイル「地理院

マップシート」を用いて地理院地図に表示した結

果を図１に示す。図１はウェブブラウザから見る

ことができ、アイコンをクリックすると予め入力

した詳細情報（受付 No、受付日、路線、距離標、

上下、住所、相談内容）が表示される。アイコン

が密集している場所は、地図を拡大して見やすく

することができる。 

 アイコンの位置は住所に基づいているが、相談

箇所に住所がない場合があるため、実際の相談箇

所を表していないことがある。例えば、橋の上は

対応する住所がないため、橋のたもとにプロット

されている。また、15.落下物(ごみ)が路線上から

離れていることが多いが、これは交番が一時保管

していたものについて入れる住所が決まっていな

いためである。そのため、入力方法を統一する必

要がある。 

 図１の地図は視覚的に行政相談を確認できるた

め、過去の行政相談を参照する際に有効である。

ただし、大まかな傾向を示すものであり、維持計

画の根拠とするにはより詳細な分析が必要である。  図１ 行政相談プロット地図(R3) 
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２．２ 行政相談データの分析 

 そこで、水溜まり、植栽(剪定要望他)、除草の 3 項目

に関する行政相談の分析を試行する。試行では、令和 2

年度及び令和 3 年度の行政相談データを使用した。 

項目ごとの行政相談件数は表２の通りである。ここ

で、5.水溜まり、8.植栽(剪定要望・その他)、9.除草の月

ごとの件数を図２、図３に示す。 

 3 項目の行政相談件数は季節要因を受けていること

が分かる。例えば水溜まりに関する行政相談は、梅雨時

期と台風時期等の降雨量が多い時期に多く受けている。 

 次に、植栽(剪定要望他)及び除草については、R2・R3

年度ともに夏に多い傾向があるが、R3 年度の除草の相

談件数は夏に増加していない。これは、オリンピック・

パラリンピック前に管内（環七の内側）の除草を完了し

たことによるものと思料する。 

 さらに、植栽(剪定要望他)及び除草に限定して行政相

談プロット地図を作成すると（図４）、行政相談の件数

が少ない地域がみられる。このことから、より効率的に

剪定・除草の計画を立てられると考える。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ 

行政相談データを視覚化し、過去のデータの検索性を高める地図を「地理院マップシー

ト」を使って容易に作成できた。また、行政相談データを分析できることが示せた。 

「地理院マップシート」を用いたプロット地図は、各出張所のニーズに応じて分類項目

を設けることで作成が可能である。そのため、プロット地図の作成・利用方法を周知して

活用を促進し、行政相談の迅速な対応や維持計画の効率化に寄与することを期待する。 

図２ R2年度行政相談件数 

図３ R3年度行政相談件数 

表２ 行政相談件数 

図４ 行政相談プロット地図（植栽・除草）(R2・R3) 


